
重点項目 具体的施策 達成目標 自己評価 成果と課題 改善策 学校関係者評価

自ら学び
自ら考え
る力の育
成

・自分で感じ、考え、
行動できる子どもの
育成に努める。

・学級経営目標を年度当初に明確
に設定し、環境に自ら積極的にか
かわり、自分で感じ、考える力の育
成に取り組む。
・研究テーマ「自分の思いを表現す
る力の育成～心を動かす体験を通
して～」に基づいて保育を展開す
る。

・園での教育活動により力の育成
ができたという評価を８０％以上
にする。
・毎月に１回実践事例を出し合
い、自分の思いを表現する力を
育成するための教師の援助につ
いて考える。

B

・「園が保護者の願いに答えてい
る」という項目についての評価が９
８％であった。教育内容についての
理解が深まっている。
・実践事例を出し合い保育を振り返
ることで、評価からの実践につなげ
ていくことができるようになる。

・保護者と共に教育を
考え、推進していく連携
の形をこれからも大切
にしていく。
・職員会議や研修会等
を通してより質の高い
教育が提供できるよう
にしていく。

伊丹幼稚園の特性でもある自分で
考えて行動すること（時間、物、人
すべてを自分で選ぶ）を大切にし
た教育は自己肯定感にもつなが
り、とても良い。先生方の支援が
あってこその子どもの成長である
と感じる。

直接体験
を通して
子どもが
心を動か
す保育の
推進

・園の特色でもあるビ
オトープなどの園庭の
自然物を取り入れた
保育を工夫する。

・月に１回ビオトープ研修会を実施
する。
・蝶の幼虫を孵す、やごを羽化させ
るなど、保育室で生き物の飼育す
る機会を増やしていく。

・ビオトープ研修会を月1回実施
する。
・自然を取り入れた教育について
の評価を９０％以上にする。 A

・月１回のビオトープ研究会を継続
して行うことができた。
・アンケート結果では９８％で達成
できた。

・園の特色であるビオ
トープを活用した教育
活動をさらに計画的に
展開していく。

ビオトープでの体験は命の尊さ、
大切さを知る上でとても良い。来年
度は4歳児や保護者に対しての観
察会等を実施していく。
また、食物の生育に携わることで
も命を感じ、苦手な物でも食べよう
という意識につながっていく。

子どもの
健やかな
体づくり

・体力向上に視点を
あてた保健活動を充
実させていく。

・体力向上員等の専門的な講師の
方に来ていただき、運動遊びを通し
ての体力向上に努める。
・保健の話や研修会の実施等をと
おして啓発を進めていく。

・体力向上員を年間３回、外部か
らの専門の方を年間３回ずつ来
ていただき、運動遊びを楽しむ機
会をつくる。
・健康カレンダーの随時配布、保
健の話を月１回実施、保護者・子
どもの啓発コーナーを設置する。
･運動遊びの講師招聘講習会を
年２回実施する。

A

・計画的に健やかな体づくりを進め
ることができ、評価も１００％であっ
た。専門的に運動遊びを教えてい
ただく機会を通して、体力向上につ
ながった。
・運動遊びを取り入れた健康カレン
ダーや講師を招聘した運動遊び講
習会等を新たに実施したことで保
護者の意識の向上につながった。

・子どもも保護者も運動
に楽しく取り組み意識
が高まり、体力向上へ
と結びつく講習会など
の実施を工夫していく。

運動遊びは楽しみながら体力向上
につながるので今後も積極的に実
施していくといい。女性教諭が多い
現場では、外部の講師の力や父
親の力を活用されたことはよい
きっかけになり、運動能力向上に
つながると感じた。

特別支援
教育の推
進・充実

・職員全員での共通
理解のもとに個別指
導計画の作成、実
践、評価を進めてい
く。
・特別支援に視点を
あてた保護者研修会
を実施し、インクルー
シブ教育を進めてい

・指導計画についての話し合いを進
め、全職員での共通理解を深めて
いく。
・特別支援教育に視点を当てた懇
談会を実施し、保護者啓発を進め
ていく。

・特別支援教育についての話し合
いを月２回実施し、個別指導計画
に基づいた指導を実践していく。
・特別支援教育に視点を当てた
懇談会を年１０回実施していく。 B

・特別支援教育の推進について
は、園内の意識向上を進めること
ができた。
・自尊感情についてのアンケートに
おいては９８％の評価であった。

・個々の理解に基づい
た特別支援教育の推進
をさらに図っていく。

特別支援教諭が各園に配置され
ていることを保護者に説明するこ
とが必要である。みんなで助け
合って悩みを打ちあけ合って育ち
合うことが大切である。にこにこタ
イムの活用を望む。

人権教育
の推進・
充実

・保護者啓発を行う。
・自尊感情の育成に
取り組む。

・人権についての意識を高める機
会をつくり、保護者・幼児に啓発を
進めていく。
・人権教材「ほほえみ」「いたみっこ
おやくそくカード」などを活用し、自
尊感情の育成に努めていく。

・人権を視点とした学級懇談会や
啓発プリントを発行する
・バースデートークを毎月行い、
保護者の人権意識を高めていく。 B

・人権を大切にした保育について、
保護者啓発を進めていくことができ
た。
・保護者への人権に視点をあてた
懇談会を実施する。

・自尊感情を視点にした
教育の推進を今後も進
めていく。

子ども達が助け合ったり一緒に出
来ることを楽しんでいる様子が見
られるので、他者を認め更に自ら
を認めることができるのだろう。
人権講習会等の実施を今後も続
けて欲しい。

教
師
の
教
育
力
の
向
上

教職員研
修の充
実・人材
の育成

・質の高い教育活動
が行えるように個々
の教師の力を育成す
る。

・質の高い教育活動に向けて、幼
児理解を基盤とした保育のあり方
についての話し合い、研究保育、共
同研究などを進めていく。
・教師それぞれが自己目標を設定
し、個々の課題に向かって取り組
む。

・保育計画・幼児理解についての
話し合いを週１回実施する。
・研究保育を学期に１回・共同研
究園との交流を年間３回実施す
る。 B

・よりよい教育の推進について意識
を持つことができた。
・園全体の教育の向上について意
識を持ち、教師同士もかかわり
合って育つ場を意図的につくってい
くことが課題である。

・教師の教育力の向上
については教育委員会
指定研究発表会に向け
て、さらに進めていく。
・共同研究会を通してお
互いに学び合う場を意
図的につくっていく。

研究発表会や共同研究会に向け
ての保育実践が教師の指導力や
保育の充実につながることを期待
する。
幼保の交流等で教師同士がお互
いの良いところを吸収し合うといい
のではないか。

項目

確
か
な
学
力
の
向
上

平成２７年度　学校評価総括表　　伊丹市立伊丹幼稚園                                                                                                   

重点目標

教育目標 心豊かでいきいきと生活する子ども

豊
か
な
心
･
健
や
か
な
体
の
育
成

１　一人一人に応じた環境を構成し、個性を生かす保育をすすめる。　　２　友だちと共に伸びようとする仲間づくりを進める。
３　健やかな心と体づくりを進める。                                         　　　　４　.家庭・地域社会との連携を図り、地域に開かれた幼稚園づくりに取り組む。



安全管理

・危機管理体制の整
備を進める。
・安全指導を進めてい
く。

・危機管理体制として、避難訓練や
不審者対応・交通マナーを身につ
けるなどの指導を定期的に実施し
ていく。
・降園指導や交通安全教室などを
実施し、意識を高めていく。流行性
疾病などの情報を伝え、早期予防
を啓発していく。

・避難訓練、防災訓練、交通指導
などの安全指導を月１回は実施
する。
・流行性の疾患については保護
者に直接伝えていくことで、予防
が家庭でも進められるようにす
る。
・園の教育や情報等で安全意識
が高まった評価が８０％以上にな
る。

B

・安全管理については、危機管理
体制の整備を進め、職員、子ども、
保護者がそれぞれに訓練などを通
して意識できるようになった。今後
も計画的に進めていく。

・安全管理についての
意識を今後も計画的に
高めていく。

３学期には震災のことも教育活動
に取り入れていた。子ども達は安
全の大切さを感じることができたと
思う。
危機に備えて、各種訓練や安全指
導を今後も計画的に進めていただ
きたい。

学校園情
報の積極
的な発信

・保護者への情報発
信を工夫し、園教育
への理解を図る。

・保育の内容を保護者や地域に発
信していく機会をつくり、教育に対
する理解を進めていく。
・ビデオ等を活用した懇談会や幼稚
園だよりやクラスだよりなどを定期
的に発信していく。

・園での教育内容を視覚を通して
伝える機会を年間５回実施する。
・幼稚園の教育内容や家庭教育
の啓発につながるたより等を月１
回発行する。
・HPの更新を月１０回実施する。

A

・学校園情報の積極的な発信に取
り組みHPについては、月１０回程
度更新できた。
・ビデオ等を活用した懇談会を充実
し計画的に行うようにする。

・HPの更新について
は、月１０回実施を目標
に進めていく。
・園の教育内容を理解
し保護者と連携して教
育活動が推進できるよ
うに情報発信にさらに
取り組んでいく。

今年度は様々な方法や機会を工
夫し、保護者や地域に情報発信が
出来ている。HPの更新もこまめに
されていて、とてもよかった。保育
内容や意図を明確に伝えることが
より幼稚園教育の理解につなが
る。ビデオ等の活用は子どもの様
子を伝えるのに良い方法であり続
けていくといい。

保護者の
関係の構
築

・園内行事を通して子
どもへのかかわりの
機会を設定し、子育て
の楽しさを共感し連携
を深めていく。

・PTAが参加しているサークル活動
の組織を活用し、園や子どもへの
かかわりの機会を意図的に作って
いく。
・おやじの会を年間４回計画的に実
施する。

・誕生会の出し物を保護者が毎
月実施し、子どもへかかわる機会
をつくる。
・おやじの会やサークルの活動が
子ども達の生活につながるように
する。 B

・保護者同士の関係は良好で評価
も高かった。
・おやじの会についての賛同は９
７％あったので、今後も継続して実
施していくようにする。

・保護者同士の関係づ
くりについては、サーク
ル活動やおやじの会等
の活動を通してさらに
深まるように内容を工
夫していく。

積極的にPTA活動に参加している
保護者が多く、幼稚園と保護者、
保護者同士のいい関係が構築さ
れている証である。特に父親の保
育参加である「おやじの会」は意義
深い。内容等を工夫して継続して
いただきたい。またPTAの負担が
大きくならないようにオープンな活
動にして知ってもらうことも大切で
ある。

子育て支
援

・子育て講演会を実
施する。
・地域への情報発信
を行う。

・家庭教育推進員の先生を招聘し
た保護者を対象にした子育て講演
会を実施する。
・未就園児を対象とした会を年間１
０回実施する。園庭開放、みんなの
ひろばなどの機会を活かして園の
教育を伝える。

・子育て支援としての啓発プリント
や講演会を実施し、アンケートに
おいて８０％以上の数値をあげ
る。 B

・子育て支援についての評価は高
かった。さらに内容を充実し、園が
子育て支援のセンター的役割を担
うことができるように取り組む。

・未就園児対象の会の
内容を検討し、確実な
実施に結び付けていく。

施設内にある「むっくむっくルーム」
との連携を密にして子育て支援の
場になっていくことを望む。幼稚園
がどんな場所かを知ってもらった
り、保護者同士が関係を持ったり
する機会をつくってみてはどうか。

組
織
運
営

業
務
改
善

・園務分掌を責任を
もって遂行し、業務改
善への意識をもつ。

・園務日程を計画的に立て、職員
会議の設定を明確にする。
・園務分掌上の仕事にそれぞれが
責任を持って取り組む。
・ノー残業デーについての意識を高
めていく。

・効率のいい業務についての意
識を高め、それぞれが責任感を
持って園運営にかかわっていくこ
とができるようになる。 C

・業務改善は進まなかった。今後も
時間を有効に使い、園務分掌の遂
行については、責任感を持って取り
組むように進めていかなければな
らない。

・時間短縮の工夫をさら
に進め、効率のいい業
務執行ができるようにし
ていく。

昨年度の環境からとても改善し
た。保護者と共に、PTA役員、先生
方の時間を惜しまないご尽力が
あったからだと思う。無駄のない時
間運用が必要である。職員間の意
思疎通や協力体制をより強化し効
率のよい業務改善に努めて欲し
い。・ @

自己評価の基準　　Ａ：目標を上回った　Ｂ：目標どおりに達成できた　Ｃ：目標をやや下回った　Ｄ：目標を大きく下回った

次年度に向けた重点的な改善点
〇子どもの健やかな成長の為に、幼稚園、保護者、地域が連携して教育活動に向かうことができるような幼稚園運営を目指す。
〇今年度新たに実施した「ビデオを活用した幼稚園教育についての情報発信の会」や取り組みを映像等で伝える為に発信する月１０回を目指したHPの更新、「未就園児の
会」等の取り組みをさらに進めていくことと、園の特色でもある、「おやじの会」や「ビオトープ研修」等の活動の充実を図る。

学校関係者評価総括
子ども達は様々な体験から幼稚園で活き活きと生活している様子が伺える。また、保育の意図や目的、子どもの様子等を積極的jに保護者に伝えていることから、保護者と
の良好な信頼関係が築かれている。とてもよい雰囲気の幼稚園なので今後も健やかな親子の育ちを育む場として、先生達が力を合わせて保育に取り組んでいって欲しい。
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